


わ
力
く
さ
子
供
会

会
長
佐
伯
美
穂

夏
休
み
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
八

月
末
、
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
、
日

吉
神
社
の
お
祭
り
に
、
今
年
も
沢
山
の

子
供
達
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
は
大
人
の
人
の
手
伝
い
だ
け
で

な
く
、
中
高
学
年
の
子
供
達
が
主
役
の

ゲ
ー
ム
屋
さ
ん
を
出
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
皆
で
ゲ
ー
ム
を
決
め
必
要
な
道

具
や
看
板
を
手
分
け
し
て
作
る
準
備
会

も
開
き
ま
し
た
。

果
た
し
て
お
客
さ
ん
は
来
て
く
れ
る

で
し
ょ
う
か
、
心
配
す
る
大
人
を
他
所

に
、
皆
で
考
え
た
ゲ
ー
ム
は
大
盛
況
で
、

一
番
人
気
の
コ
ー
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

厳
し
い
暑
さ
の
中
、
汗
を
び
っ
し
ょ
り

か
き
な
が
ら
も
、
弱
音
を
吐
か
ず
に
、

二
日
間
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
た
子
供
達

の
姿
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

準
備
等
大
変
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

子
供
主
導
の
子
供
会
に
、
一
歩
近
づ
く

こ
と
が
出
来
た
気
が
い
た
し
ま
す
。

自
治
会
は
じ
め
地
域
の
皆
様
の
お
力
を

借
り
な
が
ら
子
供
達
が
安
全
に
健
康
に
、

そ
し
て
子
供
ら
し
く
生
き
生
き
と
育
ち

合
え
る
子
供
会
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

上
半
期
の
主
な
活
動
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会
長
荒
井
優
子

矢
上
子
ど
も
会
は
、
同
じ
地
域
に
暮

ら
す
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
一
緒

に
遊
び
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
で
「
幼

な
じ
み
」
と
い
う
親
し
い
友
達
を
つ
く

り
、
こ
こ
日
吉
町
が
「
心
の
ふ
る
さ
と
」

と
な
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
元
気
に

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

六
月
の
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
に
は
総
勢

百
名
の
親
子
が
参
加
し
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
七
月
の
ラ
ジ
オ
体
操
で
は
早
朝

か
ら
み
ん
な
で
い
い
汗
を
か
き
ま
し
た
。

そ
し
て
八
月
に
は
、
一
番
の
ビ
ッ
グ

イ
ベ
ン
ト
日
吉
神
社
の
お
祭
り
。
子
ど

も
た
ち
は
、
元
気
に
お
神
輿
を
か
つ
い

だ
り
、
夜
店
で
か
わ
い
い
売
り
子
さ
ん

に
扮
し
た
り
と
大
活
躍
。
ま
た
、
森
茂

先
生
ご
指
導
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
で
は
、

ば
ち
さ
ぱ
き
も
鮮
や
か
に
輪
踊
り
に
花

を
添
え
、
夏
の
よ
き
思
い
出
と
な
り
ま

し
た
。子

ど
も
会
の
主
役
は
子
ど
も
た
ち
。

私
た
ち
お
と
な
は
子
ど
も
の
活
動
を
支

え
る
応
援
団
で
す
。

下
半
期
も
安
全
に
気
を
配
り
な
が
ら
、

慶
応
矢
上
祭
、
日
吉
神
社
の
餅
つ
き
大

会
、
年
末
の
夜
警
、
お
楽
し
み
会
な
ど
、

様
々
な
行
事
に
取
Ｉ
組
ん
で
参
ｆ
ま
？

皆
様
の
ご
参
加
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

第
一
親
和
会会

長
森
健

日
吉
老
人
ク
ラ
ブ
親
和
会
は
、
約
八

十
名
の
会
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

昭
和
三
十
六
年
九
月
十
五
日
に
結
成

さ
れ
て
、
今
年
で
四
十
六
年
を
迎
え
ま

し
た
。

結
成
当
時
は
約
六
十
名
で
し
た
が
、

昭
和
五
十
六
年
に
は
二
○
名
の
会
員

に
な
り
、
ク
ラ
ブ
を
第
一
親
和
会
、
第

二
親
和
会
に
分
け
て
運
営
し
て
き
ま
し

た
。
健
康
、
奉
仕
、
友
愛
の
理
念
を
基

に
、
安
全
で
安
心
し
て
住
め
る
町
に
し

よ
う
と
、
公
園
の
美
化
推
進
や
伝
統
文

化
と
住
民
の
拠
り
所
で
あ
る
日
吉
神
社

境
内
の
清
掃
等
や
っ
て
き
ま
し
た
。

三
年
後
に
は
団
塊
の
世
代
と
言
わ
れ

て
い
る
方
々
も
、
定
年
を
迎
え
て
自
分

の
時
間
が
充
分
に
使
う
事
が
で
き
ま
す

の
で
、
老
人
会
に
入
っ
て
楽
し
く
明
る

く
自
分
の
趣
味
等
を
教
え
た
り
教
え
ら

れ
た
り
し
て
、
更
に
、
幅
を
広
げ
て
は

如
何
で
す
か
。

社
交
ダ
ン
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
、
童
謡
唱

歌
の
愛
好
者
の
み
な
さ
ん
を
始
め
、
こ

れ
か
ら
定
年
を
迎
え
る
皆
さ
ん
元
気
に

有
意
義
な
人
生
を
歩
み
ま
し
ょ
う
。
私

達
会
員
一
同
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

一
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康
楽
会

会
長
浜
あ
い
子

先
に
老
人
会
の
機
構
を
知
っ
て
頂
き

た
く
思
い
ま
す
。

横
浜
市
老
連
会
↓
区
老
連
会
↓
地
区

老
連
会
↓
各
老
人
会
、
ち
な
み
に
、
日

吉
地
区
は
十
六
の
単
位
ク
ラ
ブ
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
月
の
会
長
会
で
、
各
老
連
会
か
ら

種
々
の
伝
達
が
あ
り
、
時
に
は
行
事
に

参
加
を
求
め
ら
れ
る
事
も
あ
り
ま
す
。

先
般
、
石
川
県
能
登
半
島
地
溌
に
対

す
る
救
援
拠
金
に
協
力
し
ま
し
た
。

康
楽
会
も
四
月
の
総
会
が
終
わ
る
と

独
自
の
行
事
を
始
め
ま
す
。

健
康
第
一
に
楽
し
い
憩
い
の
一
日
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
参
加
、
ボ
ー
リ
ン

グ
、
吹
き
矢
、
茶
道
、
陶
芸
、
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
、
矢
上
小
学
校
下
校
パ
ト
ロ

ー
ル
な
ど
、
行
事
後
の
お
茶
の
時
が
大

い
に
プ
ラ
ス
の
時
間
帯
で
す
。
そ
し
て

そ
れ
が
明
日
へ
の
活
力
に
役
立
ち
ま
す
。

康
楽
会
の
声
だ
け
で
な
く
、
広
く
皆
様

の
ご
意
見
も
拝
聴
し
た
く
思
い
ま
す
。

心
か
ら
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す

日
吉
町
婦
人
会

会
長
岩
本
千
歳

◆
社
会
部
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
見
学

（
関
東
、
阪
神
淡
路
大
震
災
体
験
、
煙

の
中
の
脱
出
、
暗
闇
の
中
の
脱
出
、
消

火
器
訓
練
）

◆
教
義
部
山
梨
美
術
館
見
学
、
巨
峰

狩
り
（
美
味
し
い
巨
峰
を
堪
能
し
ま
し

た
）◆

厚
生
部
ゴ
キ
ブ
リ
追
放
（
ゴ
キ
ブ

リ
団
子
を
作
り
会
員
へ
配
布
）

◆
園
芸
部
日
吉
二
丁
目
公
園
に
花
域

を
作
り
、
季
節
の
花
を
植
え
、
手
入
れ

◆
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
日
吉
公
園
で
週

二
回
練
習

◆
資
源
回
収
月
二
回
五
拠
点
の
回
収

で
し
た
が
、
九
月
か
ら
日
吉
町
自
治
会

の
回
収
に
合
流

◆
日
吉
神
社
例
大
祭
に
は
、
お
に
ぎ
り
、

味
噌
田
楽
、
赤
紫
蘇
ジ
ュ
ー
ス
を
作
り

販
売

若
い
会
員
が
増
え
、
和
気
あ
い
あ
い
、

や
っ
て
お
り
ま
す
。

轍
】

矢
上
婦
人
会

会
長
戸
村
晶
子

日
頃
か
ら
矢
上
婦
人
会
活
動
に
ご
協

力
、
ご
理
解
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

四
月
よ
り
新
年
度
が
始
ま
り
、
大
き

な
活
動
と
し
て
、
日
吉
神
社
祭
礼
の
お

手
伝
い
と
模
擬
店
出
店
で
し
た
。

参
道
に
並
ん
で
い
る
「
で
ん
が
く
」

（
ち
ょ
う
ち
ん
）
の
絵
や
字
を
、
会
員

の
方
や
地
域
の
方
に
お
願
い
し
て
作
成
、

当
日
の
飾
り
つ
け
、
輪
踊
り
の
練
習
、

指
導
等
に
協
力
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

模
擬
店
に
は
多
数
の
方
の
ご
来
店
が

頑
張
る
力
と
な
り
ま
し
た
。

秋
に
は
今
年
で
五
回
目
と
な
る
「
慶

応
大
学
矢
上
祭
」
に
出
店
い
た
し
ま
し

た
。
今
年
は
日
吉
町
婦
人
会
の
方
々
と

共
に
、
婦
人
会
な
ら
で
は
の
、
お
ふ
く

ろ
の
味
の
出
店
で
す
。
そ
の
後
、
港
北

区
ボ
ラ
連
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
場
」

に
は
バ
ザ
ー
に
出
店
協
力
で
す
。

何
れ
も
賑
わ
い
を
旨
と
し
、
和
を
大

切
に
と
の
思
い
で
す
。
年
一
度
の
親
睦

旅
行
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

年
間
行
事
に
加
え
て
六
月
よ
り
、
新
自

治
会
館
の
清
掃
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

年
々
婦
人
会
も
高
齢
化
し
て
お
り
ま
す
。

若
い
力
と
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
お
り

消
防
団

第
五
分
団
第
五
班

桜
井
政
幸

わ
が
消
防
団
は
、
今
年
度
、
当
番
班
と

な
り
ポ
ン
プ
捜
法
訓
練
に
選
手
は
も
と

よ
り
第
五
班
一
丸
と
な
り
、
港
北
消
防

団
の
訓
練
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

順
位
は
と
も
か
く
と
し
て
、
選
手
諸

君
の
頑
張
り
に
対
し
絶
大
な
る
拍
手
を

お
く
り
、
今
後
の
災
害
や
火
災
時
の
救

援
活
動
に
大
い
に
力
と
な
り
ま
す
様
、

更
に
防
災
訓
練
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

日
吉
町
住
民
を
支
え
て
い
く
つ
も
り
で

す
。
最
後
に
新
団
員
の
入
団
を
皆
様
に

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。



日
吉
町
自
治
会
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

江
連
利
一
郎

日
吉
町
自
治
会
で
は
、
地
域
を
少
し
で
も
安
全
、
安

心
な
町
に
し
た
く
、
平
成
十
六
年
九
月
、
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
を
発
足
し
、
自
治
会
、
各
種
団
体
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

地
域
住
民
の
方
々
の
参
加
を
得
て
、
東
西
に
分
か
れ
て
、

月
二
回
、
第
二
第
四
土
曜
日
夕
方
、
地
域
を
パ
ト
ロ
ー

ル
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
十
月
に
は
、
港
北
警
察
、
港
北
防
犯
協

会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

発
足
当
時
よ
り
、
空
巣
や
住
居
侵
入
が
少
な
く
な
っ

た
そ
う
で
す
が
、
ひ
っ
た
く
り
や
そ
の
他
の
事
件
が
、

大
変
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

不
自
然
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
行
動
を
す
る
人
を
見

つ
け
た
ら
、
お
家
を
お
探
し
で
す
か
と
声
掛
け
に
心
掛

け
て
い
ま
す
が
、
皆
様
も
声
掛
け
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

住
民
の
皆
様
と
共
に
今
後
共
、
よ
り
一
層
防
犯
に
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
一
人
で
も
多
く
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
し
て
頂
き

た
く
何
卒
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

福
利
厚
生
部

平
成
十
九
年
度
か
ら
、
第
一
、
第
四
土
曜
日
、
矢
上

小
学
校
に
お
い
て
、
八
時
～
十
時
の
二
時
間
、
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

距
離
の
違
う
八
ホ
ー
ル
を
、
パ
ー
三
で
行
い
ま
す
。

毎
回
二
十
名
近
い
参
加
者
が
あ
り
プ
レ
ー
を
し
な
が

ら
、
参
加
者
相
互
の
交
流
が
一
層
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

是
非
ご
参
加
い
た
だ
き
、
健
康
と
地
域
の
方
々
の
交

流
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

言
存
知
で
す
か
？
一

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

●
背
景

近
年
、
全
国
的
に
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
が
急
増
し

て
お
り
、
死
に
至
っ
た
原
因
と
し
て
「
逃
げ
遅
れ
」
の

割
合
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
又
、
住
宅
で
の

火
災
に
よ
る
死
者
の
半
数
以
上
が
六
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
で
あ
り
、
今
後
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
更
な
る

増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

米
国
で
は
、
一
九
七
○
年
代
か
ら
住
宅
に
火
災
警
報

器
の
設
置
を
法
律
で
義
務
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
死
者

数
は
半
減
し
た
と
言
わ
れ
、
わ
が
国
で
も
、
火
災
の
早

期
発
見
に
有
効
な
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

●
義
務
化
の
時
期

既
存
住
宅
は
、
早
急
に
取
り
付
け
る
義
務
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
最
終
的
に
は
平
成
二
十
三
年
六
月
一
日
ま
で

の
設
圃
が
必
要
で
す
。
（
新
築
住
宅
は
平
成
十
八
年
六

テ・

■2
面

月
》
日
か
ら
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
）

●
対
象
に
な
る
住
宅

戸
建
て
住
宅
、
店
舗
併
用
住
宅
、
集
合
住
宅
、
寄
宿

舎
等
、
寝
室
が
あ
る
住
宅
全
て
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
取
付
け
義
務
者

基
本
的
に
は
住
宅
の
所
有
者
、
占
有
者
、
管
理
者
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
持
ち
家
の
場
合
は
所
有
者
、
賃

貸
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
の
場
合
は
、
オ
ー
ナ
ー
や

借
受
人
が
協
議
し
て
設
腫
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
設
置
場
所

一
般
的
に
は
①
寝
室
②
寝
室
に
通
じ
る
階
段
③
台

所
の
天
井
又
は
壁
に
設
置
し
ま
す
。
自
分
で
設
置
は
可

能
で
す
。

●
販
売
店

ガ
ス
機
器
店
や
電
器
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
で
購

入
出
来
ま
す
が
、
自
治
会
で
も
回
覧
板
を
通
じ
ご
紹
介

の
機
会
は
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
価
格
は
？

種
類
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
五
○
○
○
円
～
一
二

○
○
○
円
く
ら
い
で
す
が
、
電
池
式
の
方
が
比
較
的
低

価
格
で
す
。
尚
、
六
十
五
歳
以
上
の
寝
た
き
り
の
方
や

ひ
と
り
感
ら
し
の
方
、
七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

の
世
帯
、
重
度
障
害
者
の
方
に
対
し
て
は
、
購
入
費
用

の
一
部
を
給
付
、
補
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
注
意

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
消
防
署
に
は
直
結
し
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
、
万
一
作
動
し
た
場
合
に
は
、
早
期
に

避
難
の
上
、
二
九
番
へ
電
話
が
必
要
で
す
。

尚
、
横
浜
市
で
も
消
防
署
で
も
警
報
器
の
訪
問
販
売
を

行
う
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
下
さ
い
。



江
戸
時
代
の
日
吉
は
矢
上
村
駒

林
村
、
駒
ヶ
橋
村
、
箕
輪
村
の
四
村
で
、

武
蔵
国
橘
樹
郡
に
属
し
て
い
た
。

最
大
の
矢
上
村
で
も
、
百
軒
足
ら
ず

の
村
で
あ
っ
た
。

明
治
に
な
っ
て
、
廃
藩
置
県
が
実
施

さ
れ
、
明
治
二
十
二
年
の
市
制
、
町
村

制
の
施
行
に
よ
り
、
矢
上
、
箕
輪
等
七

ヶ
村
が
合
併
し
、
日
吉
村
（
現
在
は
川

崎
市
と
な
っ
て
い
る
鹿
島
田
、
小
倉
等

を
含
む
の
で
今
の
日
吉
よ
り
広
い
）
と

な
り
、
「
日
吉
」
の
地
名
が
始
め
て
登
場

す
る
。

大
正
十
二
年
九
月
一
日
、
関
東
大
震
災

が
起
こ
り
、
東
京
、
横
浜
が
焦
土
と
化

し
た
。
五
六
○
戸
の
日
吉
村
で
も
、
九

割
近
い
建
物
が
全
半
壊
と
い
う
壊
滅
的

な
打
撃
を
受
け
た
．

大
正
末
期
よ
り
東
京
横
浜
電
鉄
は
、
鉄

道
建
設
と
共
に
日
吉
台
に
お
い
て
土
地

の
分
譲
を
行
い
、
昭
和
二
年
の
東
横
線

の
開
通
に
よ
り
、
日
吉
は
住
宅
地
と
し

て
発
展
を
始
め
る
。

又
、
昭
和
九
年
に
は
、
鉄
道
会
社
に

よ
る
慶
応
義
塾
大
学
の
誘
致
に
成
功
し

た
結
果
、
日
吉
は
、
に
わ
か
に
脚
光
を

浴
び
る
地
域
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
次
号
に
続
く
）

一
日
吉
」
ミ
ニ
史
そ
の
一
一

佐
』
べ
末
・
邦
子

日
吉
に
住
ん
で

私
は
昭
和
十
七
年
三
月
、
十
二
歳
で

他
の
土
地
か
ら
越
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
当
時
は
戦
争
の
真
っ
最
中
で
、
毎

日
の
生
活
が
大
変
で
し
た
。

日
吉
も
昭
和
二
十
年
四
月
十
五
日
に
爆

撃
を
受
け
、
駅
前
一
帯
、
金
蔵
寺
付
近
、

藤
原
工
大
等
こ
と
ご
と
く
焼
け
て
し
ま

い
ま
し
た
。
八
月
十
五
日
に
は
日
吉
に

ま
で
米
軍
が
進
駐
し
、
慶
応
大
学
は
米

軍
の
兵
舎
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
二
年
四
月
一
日
、
旧
日
吉
公

会
堂
（
日
吉
地
区
事
務
所
）
が
建
設
さ

れ
、
主
と
し
て
配
給
の
事
務
を
や
っ
て

い
た
事
を
覚
え
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
日
吉
町
自
治
会
館
が
新
築
さ

れ
、
皆
様
と
一
緒
に
使
用
で
き
る
事
を

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

私
も
今
年
で
七
十
七
歳
に
な
り
、
自
治

会
、
民
生
委
員
、
婦
人
会
の
皆
様
方
に

は
、
朝
夕
問
わ
ず
言
葉
を
掛
け
て
い
た

だ
き
、
夫
婦
共
々
幸
せ
に
毎
日
を
す
ご

し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な

る
事
と
思
い
ま
す
が
何
卒
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

住
民
の
方
よ
り
の
お
便
り
一

★
ニ
ミ
収
集
業
者
の
話
に
よ
れ
ば
当

地
区
の
ゴ
ミ
分
別
状
況
は
、
他
地
域
に

比
し
必
ず
し
も
良
好
と
は
い
え
な
い
と

の
事
、
知
識
階
級
の
方
が
多
い
と
い
わ

れ
る
地
域
な
の
に
何
故
な
の
で
し
ょ
う

か
？ゴ

ミ
に
対
す
る
関
心
を
、
も
う
少
し
高

め
て
頂
こ
う
と
の
気
持
ち
も
あ
り
、
本

号
に
お
い
て
、
ゴ
ミ
分
別
を
と
り
あ
げ
、

横
浜
市
循
環
局
港
北
事
務
所
に
投
稿
を

依
頼
い
た
し
ま
し
た
。

ゴ
ミ
分
別
は
、
子
供
や
孫
達
に
「
他
人

に
迷
惑
を
か
け
な
い
」
「
ル
ー
ル
を
守

る
」
等
々
、
生
き
た
教
育
を
教
え
る
好

材
料
か
な
と
も
思
い
ま
す
．

一
人
ひ
と
り
が
、
も
う
少
し
ゴ
ミ
分
別

に
心
が
け
て
頂
け
れ
ば
、
更
に
、
人
も

良
く
な
る
、
町
も
良
く
な
る
、
地
球
に

も
良
い
影
響
を
与
え
る
事
を
信
じ
た
い

と
思
い
ま
す
。

★
今
年
の
日
吉
神
社
の
お
祭
り
は
、
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
カ
ラ
オ
ケ
も
二
十
数

年
ぶ
り
に
復
活
し
、
楽
し
く
、
賑
や
か

な
ひ
と
時
で
し
た
。

日
吉
神
社
の
お
祭
り
は
、
「
て
き
屋
」

も
い
な
く
、
夜
店
は
子
供
会
、
婦
人
会

の
協
力
に
よ
り
出
店
さ
れ
、
参
道
を
照

ら
す
「
デ
ン
ガ
ク
」
は
、
永
年
に
わ
た

一
編
集
後
記
一

る
町
内
ご
婦
人
の
方
々
に
よ
る
苦
心
の

作
品
で
、
巷
で
は
、
日
吉
の
お
祭
り
は
、

健
康
的
で
、
上
品
だ
と
の
風
評
を
頂
い

て
い
る
と
の
事
で
す
。

お
祭
り
は
、
婦
人
会
、
子
供
会
、
消

防
団
等
、
自
治
会
全
体
で
協
力
す
る
こ

と
に
よ
り
行
は
れ
ま
す
が
、
そ
の
準
備
、

後
始
末
に
大
変
な
労
力
を
要
し
ま
す
．

し
か
し
関
係
者
一
同
の
協
同
作
業
は
見

事
で
、
短
時
間
で
そ
の
目
的
を
達
し
ま

す
。

つ
く
づ
く
、
地
域
は
日
本
古
来
か
ら

の
伝
統
で
あ
る
「
和
」
を
大
切
に
、
協

同
し
て
生
き
て
い
る
の
だ
と
の
実
感
を

毎
年
こ
の
時
期
に
思
い
し
ら
さ
れ
ま
す
。

た
だ
、
こ
れ
ら
関
係
者
の
高
齢
化
は
争

え
ま
せ
ん
。
十
年
、
二
十
年
後
の
、
お

祭
り
や
、
消
防
活
勤
や
、
自
治
活
動
が
、

円
滑
に
運
営
さ
れ
る
為
に
は
、
次
の
代

を
背
負
う
、
住
民
の
方
々
の
積
極
的
な

ご
協
力
が
必
要
で
す
。

自
薦
他
薦
を
問
わ
ず
、
地
域
活
動
に
関

心
の
あ
る
方
の
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

（
広
報
委
員
会
）


